
イスラーム天文学に関する小考

一ア。バース朝時代を申心として一

佐　藤　圭　四　郎

　アッパ・一・ス朝tAbbasids（750～1258　A．　D．）瞬代のイスラーム史料を緬くとき逢着

する困難な問題の一つは，イスラーム天文学についての理解を要請せられることであ

るQ

　その一つは，麟法に関するものである。タバリ・・一の三代記1）のカリフ，アル・マフデ

ィーal－Mahd宝の治世5隼（165　A．　H．／781－2　A．　b．）の条に，鼠子ハールーン・ア

ッ・ラシードHargn　ar－Rashfdのビザンツ遠征に関して次のように記述されている。

三子の指揮する約九万六千の主力は，ビザンツ軍を圧迫しつつ，首都コンスタンチノポ

ヲスQu§tantfntyaを対岸にのぞむボスフォラス二二に達した。当時ビザンツ膏撰の

君主は，幼少のコンスタンチヌス六世であって，その三三であり，先帝レオーーン四三

Alytin　IVの妃であったアウグスタ・Kレ・・一ネUghustaが政権を築三していた。彼女

は使節を送って和平をもとめた。講和条件のうち主要なものは，貿易市場の設立と賠償

金の支払いであった，と（Tab．，　III－2，203－204．）。後者について，タバリt一一の原文に

は次のようにみえている。

　　毎無，ナイサーン・アル・アウワル月に，7～10万ディーーナールを支払う（tis一

　　‘gn”　au　sab’“nft　alfi　dlnartn　tuwaddi－ha　fi　naisani　1－awwali　fl　kulli　sanatin）

　　（ibid．，　504，　13－14．）

と。シリア麟の第七月「ナイサーン・アル・アウワル月」は，グレゴリオ麿の四月より

五月に夏る月である2）。ところが，実際に賠償金を受け取ったのは，ハジーーラーン月で

あった。原交には次のようにみえる。

　　〔ハP・一ルーンは〕ハジt・一ラーン月に，彼女（イレーネ）から，それ（賠償金）を受

　　け取った（wa　f宝耳az重r5n1n　fa儀abi猿dh創ika　min　ha）（ibid．，504，14．）

と。シリア暦の「ハジ・・一ラ…ン月」は，大体グレゴリオ暦の六月に相当する月である。

タバリーその他のイスラーム年代詑において，年月臼を表わすには，ふつうヘジラ暦
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’tスラーム天文学に関する小鷺

（鴎1誉）を用いている。しかるときは，叙上のビザンツ帝圏との講和にともなう賠償金

の支払い期限に関して，特にシリア暦を使薦しており，嶽つ，協定に基く支払期限より

も約1ケ月遅れて支払いがなされているのは，何故であるか，という疑問が生ずる。

　太陰暦は太陽の動きを全く無視して，つまり季節の変化を全く無視して，月の盈魑の

みに棊いてつくられた麟である。イスラーム教徒は宗教儀礼その他の郊中行詰などとの

結びつきにより，毎月の新月ghurrah・満月badrの1ヨを重視し，太陰麟である間暦

を墨守したようである3）。太陰騰では，一一一一ケ月は29日又は301t，1であり，一・鰍ま12ケ

月であるから，354iヨ又は355　Hとなる。その結果，太陽暦に比して，毎年約101ilず

つ甲くなって行く。従って，季節の変化と緊密に結びついた農業を基盤とする社会では

不都合であるため，すでに，サーーサーン朝ペルシア治下の西アジアでは，太険麟と並ん

で太賜暦が使用されている4’。それには二種あって，その一つ1よ，嘗庁や民閥でふつう

に行われていたrO2－vihe2aghihとよばれる太i笏絃であって，一ケ月30　E三｛より成る十

ニケ月に，5日の閏日を舶える365日の太陽暦年である（Christensen，　ibiδ。，　p．171．）。

しかし，天：交学に基いて計算：された一ケ月は，正確には29．5306i三｛で，一三．は365．2422

fllであるから，このペルシアの太陽麟の一年は，侮旧約0．25　El，つまり，四年に1鎖

ずつ，じっさいの一黛よりも早くなる。いまひとつのペルシアの太弓懸は，vih62agh－

ihとよばれるもので，このようにして生ずる誤差を補訂するため，ほぼ120無毎に1

ケ月の正月を置くものである（Christensen，　ibid．）。十世紀末（378　A．　H．／988～9　A．

D．）の著作である「クム三代記」5）の第二三三四節に，アッパーース朝のカリフ，アル・

ムウタミッドal－Mttttamidの下問に答えた執政vaz宝r，アプダッラー・ベン・スライ

マーーン｛Abdallah　b．　Sulaim蝕の言葉が記されている。

　　この時代（サーサーン朝時代）において，この時期（ファルワルディr一・一ン月）に，

　　穀物が成熟していたのは，次の理由による。ほぼ四つの季節がその〔一無闘⊃にお

　　いて完結するところの自然の年は，365％臨と端数であって，ペルシア人は，この

　　kl≡1を，肉身の年にわいて，閏となし，従って，116年ごとに1ケ月を附加して

　　いたため，常に，かれらのナウロ　一一ズ（新年）の蒔期に，穀物が成熟していたので

　　ある。　（idrak　ghall浅t　dar倉n　zama丑darξin　vaqt　b6deh　asもz宝r会keh　s会1

　　㌻ab宝t宝yah　keh　dar盒n　fu＄創chah含r　g会neh　tim会m　m宝一shavand　sf一＄ad　va

　　sha＄t　va　panj　r6z　va　rubt　r6z－e－st　va　kisar　va　hal　an　1〈eh　furs　bi－d－en

　　rubt　r6z－ha　dar　sal－ha－i　1〈hyesh　kabisah　mi－kardand　pas　bi－har　＄ad　va

　　sh盒nzdah　s会1　m蝕一さziy合deh　mi－kardand　pas　bi漁bar色n　ham合sha．h　dar
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イスラーム天文学に関する小蓄

　　vaqt　navr6z　eshan　idrfik　ghallat　b6deh）　（T．　Q．，　145，　24tv146，　4．）

と。ところが，サ・・一サーン朝の滅亡後，イスラーム支配下にあっては，この閾日を加算

しなくなったため，四雑ごとに1日の割合で，穀物の成熟が，徴税開始期であるファル

ワルディーン月より遅れることになった，と附言している。

　　しかるel　，ペルシア人の王春が滅亡し，かれらの％Cl三Dの閲が失われたので，

　　四年ごとに1臼の割合で，穀物の成熟が〔徴税開始よりも）遅れるにいたった。

　　（pas　ch食n　p衰dsh会hi“ajam　zav灘padh盆raft　va　kab宝sah－i　rubt色shまn　be－

　　uftad　idrak　ghailat　v2pas　uftad　bi－har　chahar　s21　yak　r6z）　（ibid．，　146，

　　4”v5．）

と。そして，次のカリフ，アル・ムウタディドal－Mu’tadid（279～289　A．　H．／892～

902A。　D．）によって，徴税開始期であるナウua　・一ズを約2ケ月遅らせて，穀物の収穫

期に合致させるという，有名な改革が実施された6）。その計算の基礎iは，イスラーム時

代になってより，このときに至るまで，約240年にわたって，閏を挿入することが放

棄されていたために，約2ケ月の差が生じていたからである（T．Q．，146，14～18．）。

タバリ・・一の雑代品7）のムウタディドの治世3鎌（282A。　H．／895A．　D．）の条に，この

矩のムハッラムmubarram月（回麟第一月）に，この改革に関するカリフの勅書が

各州の知事にあてて送達され，実施に移されたことが記されている（Tab．，　VIII，169，

22～170，4。）。その勅書の要旨は，次の二点である。

　　ペルシア人の新嫌であるニールーズnfrgZにおいて，地租の徴集を始めること，

　　及び，ハジーラーーン月のll　EIまで，それ（nlrGz）を遅らせることG銀t飾al－

　　kharajt　fi　n－n2razi　lladhl　huwa　niraz”　i一｛ujmi　wa　ta’khlr　dhalika　ila　1－

　　yaumi　1－hadlyi　“ashari　min　ljazfrani”）　（ibid．，　169，　23rvi70，　1．）

と。ここで注意すべきことは，この2ケ月繰下げられた新しい二・一ルー・ズ（ナウローズ）

の月圧iを規定するに当って，シリア暦の第六月を表わす「ハジーラーーン月」を使用して

いることである。この点，繭柔したビザンツとの講和に伴う賠償金の支払期限が同じく

シリア騰によって規定されており，且つ，その’協定期限より約1ケ月遅れて，「ハジーー

ラーン月」に支払がなされていることと符合し，爾者の間に関連のあることが暗示きれ

ている。それでは，ニール遍ズの改正月日がシリア脚こ準拠しているのは何故か。この

点について，「クム二代記」の記載を検討しよう。そこには，この改革の責任者となっ

た執政アブダッラーの命令が，次のC”とくみえている。

　　次のL“とく規定さる。醤人は2ケ月逆戻りすべし。徴税開始の標準を，シリア人の
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イスラーム天文学に関する小考

　　月に置くべし。さすれば，永遠に一定〔不変〕の状態に安定し，変更を加うること

　　なかるべし。かれら（シリア人）は％〔El　3の閏をなおざりにせず，保金しあれ

　　ばなり。（valffah蝕一st　keh　m盒d6　m蝕v会pas　guz盒rim　va　rasm　is£ift飾

　　bar　mah　suryanfyan　nihfm　ti　abad　bar　yak　lj21　be　manad　va　mutaghaiyir

　　ne　gardad　zira　keh　eshan　kabfsah－i　rubt　mu“tabar　mi－darand　va　：i’ayat

　　an　mf－numayand）　〈T．　Q．，　146，　18－v2e．）

と。シリア暦は，天文学に基き算定された厳密な一年の日数とのあいだに生ずる毎年約

％iヨの誤差を璽視し，四奪ごとに1Elの欄則を季爾曝するため，永く太陽の運動に

合致し，季節との喰違いが生じないことを緬摘しているのである。この点，サーサーン

糊ペルシアの蒔代に行われた三種の暦のうち，上述したvlh＆aaghfhとよばれる宗教麟

と一一一・・致する。億し，後者にあっては，この毎年生ずる約％日の誤差を訂正するため，

ほぼ120年ごとに1ケ月の「閏月」を置いている点に，前者との差異がみとめられ

る。マクリージーの「領域と遺跡の記述における講話8）」に拠ると，カリフ，ムウタデ

ィドは，このシリア麟を採用すると呼時に，シリア・ギリシアの方式に倣い，四年毎に

1日の隔日を挿入するように改めさせている9＞。

　上述したところによってカリフ，ムウタディドによって縫騰・281翁三に行われた麟黛

改正より以前にあっては，ペルシアから継承した365日の太陽暦隼が行われており，

そのため，365％口の厳密な太陽磨墨を採るシリア・ビザンツのそれとは，毎奪約％

日の喰違いが生じていたことが知られる。圓暦281隼の暦年改正のとき約2ケ月の差

違が存したのであるから，冒頭に掲げた圏暦165勾三におけるビザンツとの講和に痒う

賠償金支払の当時にあっては，その差は約1ケ月であったはずである。想うに，シリア

暦の「ナイサーン・アル・アウワル月」の某漏と定められた賠償支払期臼を，■スラー

ム側では，当時東部イスラーム圏で慣行されていたペルシアの太陽腰の月繍こ当籔めた

ものとわもわれるが，爾者の闘には約1ケ月の喰違いが存した。従ってイスラーム側が

じっさいに賠償金を受取ったペルシア暦における月i三1を，シリア謄のそれに換算すれ

ば，「ナィサーン・アル・アウワル月」より約1ケ月のちのrハジーラー・・ン周」の某日

となるわけであって，そのため，イスラーーム側の史料であるタバリーの奪代記には，そ

のままに記述されたのである，と解釈される。斯く解するとき，あたかもビザンツ側の

条約違反のa“とく認められる前述の記載も，矛露なく理解されるであろう。

　次に，カリフ，ムウタディドのとき行われた上述の鷹年改正の意義を，「クム年代記」

の言己載を中心として，四四学上よりいま少し考えてみたい、，ムウタディドの改正以薗
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イスラ・一一ム天文学に関する小考

に，この地方（804／5H。に1＄fah蝕より分離したQumm累）で一般に行われて

いた地租の支払いは，ペルシアの慣行に倣ったもので，ペルシア腰の第一月目あるフ

ァルワルディーン月に始まり，第十二月であるイスファンダーールムズisfand2rmudh

月に至って完了するまで，12圏に分翻払いきれていた（T．Q．，144，15－16．）。「クム

年代記」所収のアッバース朝時代の轡に引用されている天文学者クンミーAb血Na§r

耳assan　b．’Ali　Qummfの謙訳した「歴代カリフ隼代記」（ta’rikh－i　khulafゑ’）に次

の一節がみえる。

　　ペルシア人は，毎犀，かれらの隼の第一月であるファルワルデa’　一ン月に，かれら

　　の地租の納入を始めた。このとき，アーザール月（三月に弾出するシリア麟の月）

　　の1日に，太陽が白羊窩に入り，穀物がナウロ　一一ズ（新町）に緑になるからである

　　ぐajam－r義　is£迂t会琢　va　ibtida’一i　khar会j　eshan　（iar　har　sa1毛　dar　mah

　　至arvard魚b6deh　dar　avval一葦s会1－i§sh会n　z宝r会keh含ft飾dar邑n　hangam

　　bi－burj　hamal　dar　mf－ayad　dar　avvai　adhar　（adhar？）　va　ghallat　va

　　1〈hadirlyat　dar　navr6z　mustadrak　va　rasideh　ml－shavad）　（T．　Q．，　145，

　　10－12．）

と。太陽が臼羊宮に入る鍛初の点は春分に外ならない。太陽は1ケ年，即ち12ケ月か

かって黄道を一周するので，黄道に沿って設けられた白羊宮（Crios）以下，双魚宮

（Piscus）に至る十二星座を通過するのに，各星座につき，平均1ケ月を要する。春分

点は臼羊宮にあるので，陽麟三月ごろ，太陽はだいたい白羊宮にみ孝，それより四月は

金牛宮（Taurus），五月には双女宮（Didumos＞へと進んで行く。ペルシア時代に「新

奪」が太陽の白羊宮に入る早期に置かれたという「クム犀代記」の記載は，麦を始y）．と

する穀物が緑に生長した陽暦三月より分割払いの納税を開始することを言ったものと解

すべきであろう。

　これに対比されるムウタディドの改正以後の実情はどうであろうか。「クム年代紀」

はこの点について次のごとく説明している。

　　実情は斯くのごとし。その1三1に，太陽が，それじしんの遠地点10）（auj）において

　　ある，と。（葺al　an－keh　2n　r6z　aft会b　dar　auj　khvodbavad）（T．　Q．，147，2．）

と。遠地点は，太陽と地球の距離が最も遠く踊ったとき，天球上において占める太陽の

位置であって，夏至のころに相当する。穀物の収穫期に徴税を始めるというカリフの意

図に合致するわけである。ところが，この遠地点は不動ではなく，歳差の影響をうけ長

庫月の聞に若干移動する。著名なイスラーム天文学者アル・バッタr一一ニーa1－Bat懐n宝
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は，264－317H／877－929　A．　D。の間に，遠地点が春分点に対して若千ずつ移動する，と

いう事実を読明した11）。それはさておき，ムウタディドの暦奪改正ののちも，長素月

の間に厳密な太陽高年との間に生ずる誤差を修正する試みがなきれている。春分に置

かれた「新郊」が，太陽が臼羊禽に入るよりも羅い時期に，即ち太陽がいまだ双魚宮

（Piscus）、にある時期に到来するに至ったからである。セルジ’＝　一tク朝トルコの最盛期

を現出したスルターーン，メリック・シャーのとき，この修正が行われている。イブヌ

ル・アシールの「完史12）」の国層467年（西1欝1074／5）の条に，このスルターーンと執

政ニザーーム・ウル・ムルクNigam　u1－Mulkが，天文学者たち13）を集めて，暦法の改

正を命じたことが記されている。その改訂の原期として定められたのは，次のことであ

る。

　　かれら（天交学者たち）は，新隼（nirfiz）を，臼羊慮の最初の点に置いた。　そ

　　れより以蔚には，新年は，太陽が双魚宮の半分に移ったときにおいてであった。

　　（ja’alti　an－nirGz”　awwalth　nuqtat‘’i　min　al－ljamalt　va　kana　an－nfrgztZ　qabl

　　dltalika　’ind　bulgl’　sh－shamsi　nas£‘’　1－h“t’）　（Athir，　VII，　121，　23－24．）

と。このころ約半月の誤差が生じていたのを改正したことを伝えているeこの新しい潜

年は，スルタ・一一一ン，　ジャラールッディーン・メリック・シャーJa1潟ud－din　Melik：

Shahの名にちなみ，「メリキ・一・紀元」又は「ジャラーり一ン薙」とよばれている。こ

の改訂について，十五世紀のイル・バーーン朝の著名な天丈学者ウルグ・ベッグU短gh

Begは，かれの天文表序説の第四輩において書及している。その記述の中核は，次の

二点に要約されるであろう。メリック・シャ・・一の改訂暦奪（ジャラーり一ン年）の始り

は，太陽が正午に臼羊割こ入るH（春分）に置かれたこと，毎月30i3より成る12ケ

月，即ち，360日に，第十二月であるイスファンダ・・一ルムズ月の末尾に5黛の闘Eiを附

して365日とし，さらに，四下下に閣1日を附するもので，365％Eilの太陽麿年であ

ること14），である。その記載は，前述のイブヌル・アシールのそれに符合し，細部につ

いては，これを補足するものである。

　次に，麟と閣連して，イスラ・一一一ム天文学について論述されねばならないものとして，

航海者によって利用される季節風の時期決定，及び，恒星の位置による方位決定の問

題がある。季節の変化に順応する紅海・ペルシア湾・インド洋などにおける季節風

（mausim）の変化は，季節の変化を無視して月の盈藏を準拠としてつくられたイスラ

ーム暦（太陰暦）によっては窺知されない。團暦の一一一・／qiは354　EIであるから，365％El

の太陽暦年（従って季節の変化）と，毎年喰違って行く。例えば，アデン湾の季節風が
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匡ll磨第一月のムハッラム雌u草arram月の1E｛に始まったとすると，三聖のちには，そ

の季節風の開始期は，33％i三1それよりのちとなるわけである。そのため，毎年このよ

うな喰違いを計算して燈正し，次年度の正しい「航海心得」（Instructions　Nautiques）

が刊行されるのが通例であった。それが「航路轡」（rah－manaj“一一Pahl．　r5h－n盒mak）

　　　15）
　　　　。ヴァスコ・ダ・ガマVasco　da　Gamaの・でンド闘航1こおける水先案内人とである

して著名なイブン・マ・一m一ジッドIbn　Majidの著述である「海の学問の原理と基礎に関

する有用の書」16）には，圃暦580年（西暦1184杢のの日脚をもち，Ismま・il　b．輩asan　b．

Sah正b．　Ab2nによって筆写きれた，この種の「航路書」を閤賭したことが記されてい

る17）。その原本がかれの祖父Sahl　b．　Ab蝕によって編纂されたのは，十一匿紀末か

十二世紀初めと推定されている18）。この「航路書」において，季節風の時期（即ち，大

洋航海の時期）及び恒星の方位（即ち，航路の方位）を測定するための振標となってい

るものに，ペルシアの「新年」（　み　　　ムnlrUZ）があり，このペルシア暦の計算法は，前述した

セルジューク朝のスルターン，メリック・シャーのとき改訂きれた太陽暦年である「ジ

ャラーリーン年」に基いている。イブン・マージッドの書に，次の事例がみられる。

　　1）　新年（nirtiz）から156⊂臼⊃のちに，1尭に，それの宮に昇るところのシャラタ

　　Kン星座（臼羊宮の頭部に位置する二明星）（ash－sharatain　taVlu’u　manzilata－

　　hu　bi－1－fajri　batd　mi’atin　wa　sittati”　wa　khamsini　min　an－nirttzi）　（lbn

　　Majid，　ibid．，　7rO　13－14．）

　　2）智略から169（N）のちに，暁に，それの宮に昇るところのブタィン星座（aL

　　butain。第二二の月宮。臼取宮の三星によって目立つ）（ibid．，8v◎5－6。）

　　3）　スルターン紀元の「新駕」は，スルタ・・一ン，ジャラール・ウッ・ディ｛ンにち

　　なんで名づけられたものである（……an－nfraz“t　as－su1埴ni　al－mansfibu　i1盒s－

　　sultSn’　Jaial　ud－dfn‘）　（ibid．，　23rO　1．　19－23vOl．）

と。この一事によってみても，西紀八世紀より十三世紀に及ぶアッバース朝時代（十撹

紀中葉より政治上の実権を掌握したブワイ朝，及び十一世紀前半より実質的な覇者とな

ったセルジューク朝を含む）における数次に搾る暦年改正のもつ意義，及びその韮盤を

成すイスラーム天文学の高慶の発達を窺知しうる。この王朝の初期カリフたちが，ギリ

シア・インドの天文書・数学書の融訳を奨励したことが，その発端をなしている。最大

の影響を与えたのは，プトレマイオスPtolemaiosの天文書「アルマゲスト」（alma－

gest）であ一／’，て，代表約なイスラ・・一・ム天文学者は，いずれもその論著の中に，この書を

抄録している19）。カリフ，アル・マアムーーンa1－Ma’m血n（在位813－33　A．　D．）は，
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とりわけ学問・文化の庇護者として知られ，天体観測・憤星表の訂正・経緯度の算定な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20）どを実施させ，顕著な成果を挙げている。イブン・ハルドゥrtンの「歴史哲学序説」

の第16箪「天文学」ぐilm　al－hal’a£）に，次のようにみえる。

　　アル・マアムーンの蒋代に，そのこと（観測器械の製作）が行われ，観測のため，

　　渾天儀とよばれる有名な器械が製作された。（k2na　fi　aiyami　1－Ma’amfini　shai’an

　　m圭n－hu　wa　sana’a　1－alata正一ma’rtifat”li－r－rasdi　I－musamm飢鳥dhata　1－

　　balaqi）　（ibid．，　488，　7・N・8．）

と。zfj（天文表）の著作により中世および交芸復興期初めの西洋にも大きな影響をあ

たえた前述のアル・バッター　：一　一一は，この蒔代の人である。イブン・マージッドの書に

次の記載がみえる。アッベース朝のとき，まずシPtラーフSir証からマクラーンMa－

kr蝕に至る「航路書」（rahmSnf）が編纂きれ，次いで，回暦400年（10e9／10　A・

D．）のころ，船長（mu’allim）ハワーシ・一一ル：Khaw会shir　b．　Y飴uf　b．§a12b　a1－Ark1

が，・xoルシア湾からインドのダバウカラDabaukarahに航海した結果，コモリン郷以

東の沿岸に至るまで知識が拡大された，と（lbn　M2jid，　op．　cit．，3v。12畷f。9．）。斯

かる遠洋航海を可能ならしめた基礎には，天体観測による方位測定の技術が発達した

ことが認められる。もとより，諸々の規籟に基いて星の運動を謙算した詳細な天交野

（z幻一→複数段zy鋤の作成・緯度と季節によって変化する髭の方位角の算定・歳差に

基く誤差の訂正など，数学・天交学における知識の集積が，醜提として存在するが，そ

れと蛇んで重視されねばならぬものは，優秀な天文観灘器械の使用である。その一つで

ある「潰［1角儀」　（砥§turl含b）をとりあげてみたい。アッバース朝の中期，10徴紀後半

（366H／976－77）の著作であるアル・フワーーリズミーの「学閥の鍵」21）には，第鱗章「天

文観測器械」（創翫al－munajjamfn）の項に，この名称の語源を次のように説明してい

る。

　　u＄麺r1飾（測角儀）。その意味は，星の観測器械，である。それは，ギリシア語で，

　　a＄trulabilnである。　a§麺uは星，　labgnは鏡である。（a1－u瑛ur1飾mざn会hu

　　miqy2sti　n－nujami　wa　huwa　bi－1－yanSnlyati　u＄turlaban”ii　wa　usturan　huwa

　　n－najmu　wa　labfin””　huwa　1－miratt’）　（ibid．，　i34，　15－16．）

と。少くとも，語源的にみる限りでは，ギリシアに祖型を求むべきであろうが，これに

改良が加えられ，すでにこの時代には，ほぼ現存のそれに近いものが作製されていたよ

うである。フワーリズミーの記載によって復原すれば，大要次のごとくなるであろう。

この測角儀は，真鍮（shibh）でっくられた円形の金属板で，表裏の爾面とも，その縁
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辺には360度に分刻きれた環が膠着している。蓑翻には，円心を軸とする遊操（？’idadat）

があって，それによって，太陽および星の高き（irtif翻ash－shamsi　wa　1－kaw盒kibi）

を測定する。裏鶴には，tanl〈abGt（蜘蛛）と名づけられた網状の遊標（？）があって，その

上には，黄避の十二篤（bur旬←単数形burj）と重要な恒星（ti4Sm　min　a1－kaw2kibi

tlt－thabitati）が表わされており，金属板に刻されたmuqantarat（窃薩）とよばれる

曲線，その他の各種の線の上を動いて，星の高さ（即ち，角度）の数値が与えられる

（Khwariz．，135，3－15．），と。また，測角儀には，球形測角儀（a1一鴫舞r1飾a1－kur宝）

を始めとし，新月（hil含1）・船（zauraq）など，外形を異にした各種のものがある，

と（ibid．，135，16－136，5．）。但し，この当逃における具体的なそれの使用法，特に，海

上におけるそれについて記した史料は，狭い知晃の簸囲内では見られない。十六世紀末

の著作であるイブン・マージッドの前掲書に，次のようにみえる。

　　羅針儀の目盛としてのk：hann（方位）は，32に定められている。船舶〔用〕も，

　　岡様に32である。ある星が月雪に入っておれば，羅針儀のいずれかのkhann（方

　　位）に入る。i＄batの目盛は，　khann（方位）・manz呈1（月宮）・tir鎗（経度）1こ

　　纂いている。それらの基準は，測角儀（usturl含b）を正しい状態におくことによっ

　　て得られるものである。（ja’alat　al－akhnanu　li－qismati　1－buqqati　ithnaini　wa

　　thalathfn　wa　1〈adhalika　1－marl〈ab”　ithnaini　wa　thalathfn　wa　qad　yadl〈hulu

　　i－batdu　min　an－nujami　fi　1－manzilat’　1－qumiya£’　wa　yadkhulu　fi　khann’

　　1－buqqati　wa　1－a＄abit’　wa　qisma－ha　tala　1－akhnani　wa　1－manazil’　wa　t－tirfati

　　a＄1”一hum　ma’khtidh”　mln　damj’　1－usiurlabi）　（lbn　M2jid，　op．　cit．，　6vO

　　ICP－13．）

と。増戸のKンド洋におけるアラブ人の船乗りたちが，測角儀を使用して，所定の星の

方位角を測定し，現在位置の経緯度を算定したことが知られる。このことは，当時の史

料に依拠し・たポルトガル交献の認載によっても傍証せられる22）。このような測角儀の基

盤を成す32の方位（khann）に区分せられた羅針儀方位盤（Kompassrose，1a　rose

des　vents）は，1840年にAntoine　d’Abbad呈eカ§カイロで目撃したdfrahとよばれ

　　　23）　　　　　と同類であるとみて，殆んど誤りないであろう。それは南北の極を結ぶ子午るもの

線を軸として，左右各々15の方位（1〈hann）に，南と北を加えて32に区分せられて

いる。その方位を表わす名称は，子午線の東側では，語頭にMa㌻lat（上ること）とい

う語が，また西側では，maghib（隠れること）という語が，夫々附加きれるのみの相

違で，選ばれた15の恒星が昇り，沈む方位が，盤上に表わされている24）。このような
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航海用方位盤が使用されたことを示す最も早い例証は，十世紀のイスラーム史料である

　　　　　　　　　　　　　　25）　　　　　　　　　　　　　　　。従って，これと緊密な関連をもつ前述の測角儀（ウことが，すでに指摘されている

ストゥルラーーブ）の航海にわける使用も，ほぼこのころに比定することが可能であろう。

　十蛍紀申葉にバグダードを申心として東部イスラーム圏の覇権を握っていたブワイ朝

Buwayhids（932－le55　A．　D，）の晶晶，アドゥド・ウッ・ダウラ’Adud　ud－Daulah

の治世に，サービア宗徒（§2b宝’a）で，文書庁（diw蝕ar－ras会’i1）の書記であったア

ブー・イスハーク　Abg　Is願q　Ibr蝕宝m　b．　Hila1が，執政アル・ムッタヒル　a1－

M購ahir　b！Abdan蝕に，測角儀（ustも【rl含b）を提示し，ミフルジャーーンMihrl蝕

祭と天体に関する詩句を書き送っている26）。サービア宗徒は「天使」（mal盒’ikat）に奉

仕する集脇である。かれらのいう天使とは，七つの星であり，霊的なものである。霊魂

崇拝者（rgllaniy2t）であるかれらの行動は，特定の星に基いている。サービア宗徒は

「塁の礼拝者」（更abadat　a1－1・awakib）である27）．この聯廷はビザンツ（r盒m）にも，

インド（hind）にもあったが，メソポタミアでは，ハッラーンHarranがその根拠地

であった。この地の宗徒は，本来シリアの異教徒であって，掴教会からの凡ゆる敵視に

も拘らず，／1スラーーム時代に至るまで生き続け，その教義にはギリシアの影響が濃摩で

ある，という28）。アッパーース朝時代において，この宗徒のうちから，多くの卓越した天

文学者を輩上したのも故なしとせず，アル・バッターニーのごときも，その例外ではな

かった29）。叙上の観点に立つ限りにおいて，西洋中世後期より近愚にかけての晒期にお

ける遊星に関するイスラーム教徒の叙述は，バビロニアの伝統と緊密に結びついてい

る，とするFritz　Sax1氏の所論30）は，欝定せらるべきであろうe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆i潜は東北大学：文学部助i教授）

註

1）　al－Tabarf，　Abfi　Ja“far　“・luliLaniniad　b．　Jarfr：　Ta’ril〈li　al－rasfil　wa　1－niulfilc，　ed．　de

　Geoje，　Lugd．　1881－82．

2）Nais盒n月については，「四月に相当するシリアの月」（Steingass・F・：A　comprehensive

　Persian－English　Dictionary，　London　1890，　P．1442．），「ギリシア⊂又はシリア〕の第七月。

　⊂四月に相当する〕。この跨期の雨水は，それで生パン粉をこねるとそれだけで醸酵させる性質

　がある〔と伝承されている〕」（Lane，　E．　W．：An　Arabic・English　Lexico11，　Book　I，Part　8，

　London　1893，1）．2871．）とある。これはヒブル暦のNfsanと系譜的につながる。「30臼を含

　むヒブル暦の第一月で，⊂月首が〕四月十六日と五月八fliの聞を変動する」（Jastrow，　Marcus：

　A　Dictionary　o’E　T一．　rgumim，　the　Talmucl　Babli　and　Yerushalmi，　ancl　the　）’｛．idrashic
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．．． kiterature・Yt　ew　York，　Copyright　1950，　VoL　IL　P。906．）。ユダヤ入の守傭隊のため，

　　瓢s蝕月のi／4聞聞を過越鎌蜜のためとっておき，醐廻の15口より21縫までをパン．種を入

　．れて醸酵きせないパンを食する日ときせたゴダレイオス大玉の治倣5年のアラム語パピルス参

　．照・．（Cowley，　A・：Aramaic，　Papyri・of　the　Fifth．Century・13．　C．，．Oxford　1923，．PP．62－

　　63・）。閣揖の挿入は収穫の行われる月を基準とした．ようである。

3）一イ．スラーム教徒の最も重視する年祭（1　ld）も，毎月の．1日，．15．臼を基準としたも．のが多い。

　　Clcl　a1一：fitr（開斎祭）はShawwalJl］の1．日から3．燈船，；…また．．Cld　al－ad：ha（供犠祭）はiDhfi

　　l－9ijjah月の10日から3～4日閥，行われている。定期市なども，毎爺のticlのi三iに開か

　　れるもの（Muqaddasi：Kitab　aksan＝al・taq会s宝m　f宝．ma“rifat乱1．aq撮im，　ed．　de　Geoje，

　．／，Lei．den　．19e6，　．BibJiotheca，　Geogra2bho，rum　A・Jtctb・icom・tm，　Vol．　III，．　429，　14－16，；　431，　5一一7．），

　　毎摺の1£1に開かれるもの（lbn耳auqa1：Kitab　garat　al－ard，　ed．　K：remersi　1・ugd・＆

　．．恥tav．，1939，　VQI．1薫，．506，19．　T507，2．）．が多かったよ．iである。

　　為酪手形（barat）・小切手（＄・aklc）も．｝．「新月の夜j（a1二割印a】唄ar我n宝，：Res創ell・i．：falak宝y帥・

　　ed・．W組ther．Hinz・、、「ics　ba．（len　1952・441：｝・et｛｝・）づ．、「満月の夜．．1（1bη．．・al・Athhf：Al・kAtniil

　．lli－ttV．r！IF．h．，　Cairo　13531」／1．9．　35　A．　D．，．　9．yglp．　，．，．　Y．　ol．，YI，　．173，　8　；　gl）．odex　Gotl｝qnus．　｛　fol．．7－

　　lC・yon　KY・mer・．　Ub・・d・r恥・・h卿噸ゆ等＝Abba・id・nl恥i・h壁s　Y・l！．」ab「e　306

　H脚「斗♀．1．A・：D・De1・ks噸ft・n・玉er．晦1・erli・hc恥M・・噂i・d・・．W聯・・rh群e・㍉

、．．

w・．1887・　T・xtb畔i1・9・1・S・　359・ZZ・2（ト31・）．麟かれている・

　．Sha．c．ba；1．月（圓暦第8月）の第15夜は，この夜に，、．給料束払いのおφの撫替手形●小切手が

　…〔政府の癒に宛てて〕．書かA！るため・．「為替手形の夜」（shab願i　barS二t）・．「小切手の夜」．（通1就

　：a1一＄akk）とよばれた・．・と　（al「＄＆ghan宝：Ob汰りi．　M壁毛a鉾a玉rZe1｝解6：Tal．群玉・aτφs・

　Lane，　F．．　Xlir．　：　Arahic－F一．nglish　Le．xicon，．London．　＆，Edinbgrgh　！872，　Bool〈　1，　Part　4，　p．

　1709・）e

　　．「柔スラr一一　1・承徳の焼打は，南らゆる両において，．．剛暦ξ緊密な関連脅もつため，すべての奪

　活の領域において・！スラ．一ム暦齢から遊離することは・宗教的な理由1こよって不町能であ

　．一pt　．」　．（Spulgr，　BeTtolcl　：．　lra］｝．　in　1？rljl｝rislarni＄chg，r　Zeit，　XNriesbadg．n　1952，　S．　48Q．）

4）　’　Christensen，　Arthur　：．　1．’lran　sous　les　’Sassanides，　Copenhague－Paris　1936，　pp．　169－

　172．

．5）・，　Kit“ab－i’・ta’rfkh－i　Qumm，　ecl．　Sa・iyid　Jal“al・al－Dfn　TehTanf，　Teheran．　13031｛／・1935／A．

　D．原本は耳asan　b．　M晦ammad　b．翠asan　Qummfによって，378R！988－9A．　D・・にアラ

　　ビア語で書かれたが（ibid・Teh酸ni．の序文及び後述の．．　Qummfのペルシア語序：文．P・2・　・1．

　．2・），：の．ち805－6H／140㍗4　A・D・1こ，耳as鋤1？・．「A五f　b・．翠fasan　b！へりd　a1・Ma玉ik：Qunun£

　により，アラビア語よりペルシア．語に糠訳された（Qummiのペルシア諮序文P・3，．｝・．17・）。

一57一



イスラーム天文学に間する小考

　アラビア語源本は出して伝わらず（Tehra・｝£繕文），現在するものは上述のペルシア語』訳のみ。

　QummfのfX“ルシア語三文によると，アラビア語原本は，20、章と50節（b色st　1．）盆b　va　pa1｝茸h
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